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 中国にとって湾岸地域 1は原油の輸入先として重要である。中国の原油の総輸入量は 2017 年
の 1－6 月には 836 万 b/d（6 か月平均、以下同）であったが、そのうち湾岸地域からは 335
万 b/d を輸入しており、輸入量の 40.1%は湾岸地域からの輸入で占められている。 
中国は世界各地から原油を輸入しているが、湾岸地域からの輸入量は、地域別輸入量第 2位
のサブサハラ・アフリカ地域からの輸入量 149 万 b/d の 2倍以上あり、ロシア・中央アジア地
域の 119万 b/d の 3倍近くもある（図 1参照 2）。 
                                                   





1 隻でドラム缶 150 万本を積むことができ、それは日本の 1日の輸入量の約半分に相当すると
される。ドラム缶 1 本を 200 リットルとしてバレルに換算すると、30 万トンの VLCC1 隻で
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原油輸入量は 836 万 b/d であり、それはアメリカの原油の輸入量 814 万 b/d よりも多く 5、現
                                                                                                                                                     
約 189 万 b/d の原油を積載できる。同一月内のタンカーの到着数の多い少ないによって月ごと
の輸入量は変化する。  
http://www.idemitsu.co.jp/tanker/know/trivia/hull/size.html 













年に約 535 万 b/d だった石油消費量は、2017 年（1-6 月平均）には 1,118 万 b/d になり 14 年






 一方で、2003 年に 342 万 b/d あった中国国内の原油生産量は、その後は生産の増加が伸び











その量は 2017 年には石油製品の輸出は 152万 b/d、輸入は 59万 b/d となっている。 
7 BP 統計に基づき 2014 年の一人 1 日当りの石油の消費量を計算すると、中国 1.3 リットル、













 湾岸地域での中国の最大の原油の輸入先はサウジアラビアである 9。2017 年 1－6 月にはサ




に、当時の中国の原油輸入の詳細は不明である。1997 年 10 月にサウジアラビアのヌアイミ石
油相が中国を訪問した時には、中国がサウジアラビアからの原油の輸入量を 1998 年に 2万 b/d
                                                   
8 2010 年 3-12 月（平均）に 82 万トンだった中国の LNG の輸入量は 2017 年 1―6 月には平
均で 250 万トンになり、7 年間で約 3倍に増加している。 
9 中国は、近年ロシアからの原油輸入量を増やしている。ロシアからの輸入量は 2016 年には
105 万 b/d となり、102 万 b/d のサウジアラビアを抑えて、ロシアが輸入量第一位の座に就い









から 6万 b/d に増加させることが協議されている 11。そのことから見て、サウジアラビアと中
国との間には、細々とした原油取引が続いていたことがうかがわれる。 
Reuters News が発表している中国の石油統計にサウジアラビアからの原油輸入が記載され
るようになったのは 1999 年の 9 月になってからのことで、同 9 月に 4 万 b/d の輸入が記載さ
れている 12。9 月の同統計では中国はオマーン（19 万 b/d）、インドネシア（16 万 b/d）、イラ
ン（15万 b/d）、イエメン（14万 b/d）、アンゴラ（7万 b/d）、イギリス（4万 b/d）からも原油
を輸入しており、比較するとサウジアラビアからの当初の輸入量は僅かであったことが見て取
れる。サウジアラビアからの輸入はその後も切れ目なく続き、輸入量も増加し 2000 年 2 月に











                                                   
11 “Saudis discuss tripling oil sales to China”, 1997年 10月 14 日付 Reuters News. 







1999 年の 10 月から 11 月にかけて、中国の江沢民国家主席がサウジアラビアを訪問した。中
国の国家主席のサウジ訪問は史上初めてのことであったが、ファハド国王と会談し、石油関連
の協定が締結されている。江沢民主席のサウジアラビア訪問が契機となり、サウジアラビアの
中国への原油の輸出は大きく増えていくこととなる。前出のように、翌年 2000年 2 月には 14
万 b/d と大きく増加している。 
中国の国家主席のサウジ訪問はその後も、2006 年、2009 年と続いた。アラブの春の混乱が























ーンで生産される原油の 7割から 8割は中国に輸出されているのである 13。 
 中国は 1980 年代からオマーンの原油を輸入してきた。もっとも、当初は中国で輸入の必要
が生じたときにスポット的に輸入しており、また、その輸入量も多くはなかった。オマーンの
石油統計の中で中国への原油輸出が記載されるようになるのは 1993 年以降のことである。そ
の 1993 年の中国への原油輸出量は 8万 b/d であった 14。 



















 オマーンに関しては、オマーン原油がドバイ商品取引所（DME）に上場された 2007 年 6月
までは遡及適用方式で公定価格を決め販売していたが、2007 年 6月以降は、DME のオマーン
原油の月間平均価格を翌々月の公定価格（OSP）として提示している。オマーン原油の価格は
                                                   
13 2017 年 2 月にはオマーンの原油生産量は 88 万 b/d で、中国には 71 万 b/d の原油を輸出し
ている。2月の生産量の 80.7%は中国に輸出されている（“OMAN DATA: Feb crude output of 




る中国の割合は 72.0%である（Statistical Year Book, Oman 2015, National Center for 
Statistic and Information, 2015, Sultanate of Oman.）。  
14 Statistical Year Book 1994, Ministry of Development, Muscat, August 1995. 1993 年以前
については、「その他の国」の中に含まれていた。なお、オマーンは台湾へも原油を輸出してお






























開発中のドクム港地域の開発に 2022 年までに 107 億ドルの投資を行うことを発表している。











                                                   
16 Statistical Year Book, Oman 2015, National Center for Statistic and Information, 2015, 











 図の 4からも見て取れるように、2011 年まではサウジアラビアからの原油の輸入が大きく伸










のは、2017 年 1－6月平均で見ると、100 万 b/d を超えているのはロシア、サウジアラビア、
アンゴラであり、数十万 b/d のレベルの輸入先としてはオマーン、イラン、イラク、ブラジル、
ベネズエラがある。その他にもイギリスから 21 万 b/d、アメリカからも 13 万 b/d を輸入して
いるなど、中国は幅広く世界から原油を輸入しているのである。  
























 GCC 諸国に関しては、2004 年に、当時ガス田の開発を進めていたサウジアラビアで、中国
の石油会社Sinopecがルブウルハーリー砂漠地域のZone Bでガス田の開発権を取得している。
同年には、Sinopec 社は、オマーンのドファール州の油田開発鉱区 2 か所の開発権を取得して
いる。どちらも生産には成功していない。 
カタールでは、2010 年に中国の石油会社 CNPC がシェルと組んで天然ガスの開発協定を結
び、2012 年には中国の石油会社 Petro China が石油・ガス鉱区 Blook4 の利権の 40%を取得し
ている。このように、2000 年代に入ると、GCC 諸国での油田やガス田の開発への動きが表れ
るようになったのである。最も新しい動きとしては、2017 年 2 月にアラブ首長国連邦のアブ











 2003 年に 183 万 b/d だった中国の原油の輸入量は、2017 年（1-6 月）には 836 万 b/d にな
                                                   
17 アフダーブ油田の開発は制裁やイラク戦争で開発は進まなかったが、2009 年になってよう














 中国は湾岸諸国との軍事的交流も強めつつある。2010 年の 11月には、ソマリア沖での海賊
対策のために派遣されていた中国海軍の艦船 3隻がはじめてサウジアラビアを親善訪問しジェ
ッダに入港した。2011 年 11 月には、中国海軍の艦船 2 隻がクウェートを親善訪問している。
2014 年 9 月には中国海軍の艦隊がはじめてイランを親善訪問し、バンダルアッバース港に入









（2017 年 9月 13日脱稿） 
新領域研究センター 福田安志 
                                                   
18 2015 年 4 月に中国元の決済銀行がドーハに開設され、2 年間で 860 億ドル相当の元を決済
しているように、中国は経済的影響力の拡大を進めている。 
